
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 野幌若葉小学校の令和４年度「えべつ型コミュニティ・スクール」第１回学校運営委員
会が５月２６日（木）に開催されました。当日は、高学年の参観日が行われており、学校
運営委員の皆様も授業の様子を参観しました。全ての学級を参観しましたが、どの教室で
も学習に真剣に取り組む子どもたちの姿が見られ、学校の取組や担任の先生方の日常の指
導の積み重ねの成果が感じられました。子どもたちが学校運営委員の方の姿を見つけて、
笑顔で迎えたり、挨拶をしたりする場面も見られました。 
その後の委員会では、初めに学校長から今年度の学校経営方針の説明があり、次に、教

頭先生と主幹教諭の先生から小中一貫教育の取組、子どもたちの活躍の様子等についての
説明や紹介がありました。 
各委員からは授業参観の感想や学校の感染症対策、教育活動等への質問、子どもたちの

見守り活動に関わる学校と家庭・地域の連携等について意見交換が行われました。「子ども
らしい姿で楽しそうに活動している様子が見られてうれしい。」「感染症対策に留意しつつ、
今後も、できることをできる範囲で取り組んでいただきたい。」「校内に掲示されている図
工の作品が素敵な題材ですばらしい。」「ＰＴＡ活動と地域が連携し、子どもたちの安全を
守って行く必要がある。」等の発言があり、たいへん有意義な熟議が行われました。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年６月１４日 

第 ３ 号 

江別市教育委員会 

総務課・学校教育課 

「江別市小中一貫教育」☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆「えべつ型コミュニティ・スクール」 

＜各学年の授業を参観する学校運営委員の皆様＞ ＜子どもたちの素敵な作品＞ 

＜新委員への委嘱状の交付＞ ＜学校長の経営方針の説明＞ ＜活発な意見や感想の交流＞ 



５月３１日（火）に今年度１回目の「江別市小中一貫教
育第２期指定校準備会議」が開催されました。今回の会議
には、小中一貫教育の推進に中心的な役割を果たしている
市内小中学校の４７名の先生方が参加しました。 
初めに、黒川淳司教育長が挨拶し、小中一貫教育の目的

や目標、全国・全道、石狩管内の取組の現状等について、
講話を行いました。続いて、１１月の中学校区合同研修会
を共催する江別市教育研究会の池田努事務局長のご挨拶が
ありました。その後、中山雄太学校教育係長が今年度の江
別市教育委員会の取組の説明を行い、それを受けて各中学
校区が今年度の独自の取組等について協議・確認を行いま
した。 
最後に、８つの中学校区の事務局長が小中一貫教育の推

進に関わる進捗状況を発表し、全体で情報交流と取組の共
有を行いました。 
各中学校区では、「小中一貫教育通信」の発行や特別部会

による推進体制の構築等、全教職員が一丸となって取り組
むための工夫を行っています。また、教科系統表や年間指
導計画の整備（系統的な指導）、学習・生活規律等のスタン
ダードの作成（一貫した指導）、中学校登校や乗り入れ指導、
児童会・生徒会交流、新体力テストの合同実施、部活動体
験、長期休業中の中学生による学習サポート等（相乗的・
補完的な指導）の特色ある取組を計画しています。 
目指す子ども像の達成に向けて、児童生徒や地域の実態

に応じて工夫した取組を展開していきますので、保護者や
地域の皆様には、各中学校区の取組にご理解とご支援をい
ただきますようお願いいたします。 

 

 

   

 

＜黒川教育長の挨拶と講話＞ 

＜池田江教研事務局長の挨拶＞ 

＜教育委員会の取組の説明＞ 

＜中学校区ごとの熱心なグループ協議と各中学校区事務局による今年度の取組の発表・交流＞ 


